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    A study on the faetor which comstitutes the victory of
    the team event in a collegiate tennis
                                                    Daisuke MITSUHASHI
  A}thovggh tennis is axx individual event, it is prosperous also as a team event. A
team event has many vkpsets and it is expected that the factor of net oniy a player's
records but others is involving.
  The pvgrpose of this stvkdy examines the factor which constitutes the victory of the
team event of col}egiate tennis, and is creating vgsefvgl data for prodvgction of the
teitnls team.
  The object of examination is the divisioxx II of the team event of the intercollegiate
tennis of the Tokai area in the 2003 which the Tokai co}legiate tennis leagvke sponsors.
The division II was taken up becavgse there was an upset which cannot win the victory
bvkt becomes the iowest grade ixx T vkniversity expected to be a top favorite from the
resvgk of an individual match. This team event is round robin for which coxxsists of
each divisioxx 4 universities axxd it fights by 9 points of each meet.
  The resuk of a}1 meets, information which the writer acquired at the match hall,
and the informatioxx acquired by the interview to several stvgdents of T vkniversity who
have offered the upset were used for examination.
  The maixx resvgks were as fo}}ows:
  (1) Experience as the individual and team which are not overawed by atmosphere
peculiar to the team event in tennis is required.
  (2) It is reqvgired for a fourth grader to lead a team not by the bench coach or
cheering bvkt by participating as player and contribvgtixxg to a victory.
  From these points, as factors other than the abi}ity of the player for winning a
team event, it was suggested that it is required for a fovgrth grader to lead a team as
































NF大学 C大学 T大学 NZ大学
シングルス ダブルス シングルス ダブルス シングルス ダブルス シングルス ダブルス
氏名戦績 氏名戦績 氏名戦績 氏名戦績 氏名戦績 氏名戦績 氏名戦績 氏名戦績
Y　　2R 0　　1R T　　2R T　　2R
4年生
M　　IR St　IR St　2R
K　　IR F　　IR 1　　2R S　　3R Sz　IR Sz　IR Sz　2R Sz　4R
3年生 H　　3R S　　5R W　　IR N　　2R In．　1R Sk　IR
N　　2R
K　　3R St　3R Iw　　2R It　2R It　4R
2年生 Sg　IR Iw　　IR St　4R
F　　IR F　　4R





5 2（1ペア） 4 4（2ペア） 7 8（4ペア） 5 4（2ペア）
春季最 3R 1R 5R 3R 3R 4R 2R 4R



















昨年度第1部から降格。 昨年度第2部2位。絶 昨年度第2部3位。 2 昨年度第3部から昇格。


















































NF大学 C大学 T大学 NZ大学 最終成績
勝敗 1　　　× 勝敗 1　　0 勝敗 1　　　×
1勝2敗
S 1　1　． 2 S 1　3　． o S 1　2　． 1
NF大学
D 1　2　． 4 D 1　5　． 1 D 1　2　． 4
計 1　3　． 6 計 1　8　． 1 計 1　4　． 5
3位
勝敗　1 ○ 勝敗 1　　0 勝敗 1　　　×
2勝1敗
S　　l 2　． 1 S 1　2　． 1 S 1　1　． 2
C大学
D　　l 4　． 2 D 1　4　． 2 D 1　2　． 4
計　　1 6　． 3 計 1　6　． 3 計 1　3　． 6
2位
勝敗　1 × 勝敗 1　　　× 勝敗 1　　　×
0勝3敗
S　　l o　． 3 S 1　1　． 2 S 1　1　． 2
T大学
D　　l 1　． 5 D 1　2　． 4 D 1　2　． 4
計　　1 1　． 8 計 1　3　． 6 計 1　3　． 6
4位
勝敗　1 ○ 勝敗 1　　0 勝敗 1　　0
3勝0敗
S　　l 1　． 2 S 1　2　． 1 S 1　2　． 1
NZ大学
D　　l 4　． 2 D 1　4　． 2 D 1　4　． 2
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図2．各大学の全勝利試合における学年別比率
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　出場選手の学年劉の比率に関しては、第2部で優勝したNZ大学の4年生がもっとも高く、
50％であった。NZ大学の場合、1～3年生は各16．、7％であり．4年生が中心となり各学年がバ
ランスよく出場しているといえる。また、全勝利試合のうち、4年生が31．8％、他は1～3年
生でそれぞれ22．7％を占め各学年がそれぞれに勝利に貢献している。同様に、多少下学年の
占めるバランスは異なるものの、NF大学、　C大学ともに1年生から4年生までが試合に出場
し．それぞれ勝利に貢献している。それらに比べT大学に関しては4年生が出場しておらず、
故に戦力として勝利に貢献していない。加えて1年生が3割程度出場しているものの、1勝も
あげることができていない。そういった点では、戦力バランスに偏りがある。
　Krieseq）が4年生の多いチームは成功する場合が多いとしているように、チーム内のりー
ダーである4年生の働きは大きく、その働きによりチームの雰囲気も大きく変化する。リーグ
戦においては当然勝利することが目的であり、ベンチコーチや応援などのいわば裏方だけでな
く、4年生自らが試合に出場し目的を達成するための雰囲気を盛り上げることは重要である。
その点、NZ大学はキャプテンを中心に4年生が多く出場し勝利しており、またNF大学、　C
大学ともにキャプテンが出場し．自身が勝利した試合に関してはチームも勝利している。4年
生が1人も出場できなかったT大学のキャプテンMは、「ベンチコーチとして雰囲気を盛り
上げるのには限界が感じられた。自分がレギュラーを勝ち取り、試合に出場することが出来て
いれば異なる結果に出来たかも知れない。」と語った。
　これらのことからチームのリーダーである4年生がベンチコーチや応援だけで無く、試合に
レギュラーとして出場し勝利に貢献することがチームの勝利につながる可能性が示唆された。
　リーグ戦はその構造上「団体戦」であるが、その勝敗は「個人」の力量に起因する。しかし
ながら、それ以外の勝敗に大きく影響する要因として本研究の結果から以下のことが明らかと
なった。
（1）　リーグ戦独特の雰囲気に飲まれない、選手個人およびチームとしての「経験」が必要で
　　ある。
（2）　4年生がベンチコーチや応援ではなく．レギュラーとして出場し勝利に貢献することで
　　チームを牽引することが必要である。
　これらのことから、リーグ戦には独特の雰囲気があり個人戦以上に心理的重圧となりうる要
素が多いが、それらを跳ね除ける個人およびチームとしての「経験」と、選手としてチームを
まとめ牽引する4年生の働きが、リーグ戦における勝利を構成する要因となる可能性が示唆さ
れた。
　今回のリーグ戦の最終結果として．優勝したNZ大学は第1部へ昇格し4位であったT大
学は第2部に残留した。来年度は1部より降格してきたA大学を含めた4大学でリーグ戦が
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争われるが、T大学が今回の結果をどのように捉え来年度を戦うのか非常に興味深い。
　また本研究は国内の大学レベルしかも東海地区の第2部という決して最高とは言えないレベ
ルを対象としていることから、その意味には限界があると言わねばならないが、テニス競技の
団体戦に関する資料が極めて少ないという点から意義を有すると言えるだろう。
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